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最
古
の
漢
字
我
見
へ
の
期
待

松
丸
　
道
雄

こ
こ
何
年
か
の
間
の
中
国
古
代
に
開
す
る
大
稜
見
の
ひ
と
つ
は
、
何
と
い
っ
て
も

河
南
省
安
陽
小
屯
の
い
わ
ゆ
る
段
墟
の
週
河
を
は
さ
ん
だ
北
側
に
、
巨
大
な
段
代
城

壁
の
存
在
す
る
こ
と
が
、
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
昨
年

（二
〇
〇

〇
年
）

一
月
八
日
の
光
明
日
報
で
初
め
て
公
け
に
さ
れ
、
直
後
に
中
国
社
含
科
學
院

の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
上
の

「學
術
動
態
」
欄
に
登
載
さ
れ
、　
一
部
の
専
門
家
の
間
で
は

大
き
な
話
題
に
な
っ
た
も
の
の
、
な
ぜ
か
日
本
で
は
、

殆
ど
何
も
報
導
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
の
で
、
い
さ
さ

か
日
も
経
っ
た
こ
と
だ
が
、
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
こ
う

と
思
う
。
現
時
期
で
最
も
詳
し
い
の
は

『中
囲
文
物
報
』

二
①
Ｏ
①
　
二
　
二
〇
の
記
事
で
あ
る
。

こ
の
地
は
、
い
わ
ゆ
る

「段
墟
保
護
範
国
」
の
外
側

で
あ
っ
た
が
、
近
年
、
米
国
ミ
ネ
ツ
タ
大
學
と
の
合
同

調
査
の
結
果
、
段
境
期

（段
代
後
期
）
以
前
の
様
式
の
、

ほ
ぼ
駿
代
中
期
と
い
っ
て
よ
い
土
器
類
が
果
常
に
濃
密

に
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
還
か
に
注
目
さ

れ
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
鈷
探
を
繰
り
返
し
、
遂
に
巨

大
城
壁
が
地
中
深
く
埋
没
し
て
い
る
こ
と
が
突
き
止
め

ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

東
西
南
北
二

一
五
〇
～
二
二
三
〇
米
、
城
内
面
積
四
〇
〇
万
平
方
米
以
上
、
と
い

う
の
は
、
こ
れ
ま
で
稜
見
さ
れ
た
春
秋
以
前
の
中
国
の
城
壁
中
で
最
大
で
あ
る
。
著

名
な
段
代
初
期
の
鄭
州
商
城

（な
が
ら
く
段
中
期
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
初
期
と

す
る
考
え
方
が
有
力
に
な
っ
て
き
た
）
よ
り
、　
一
、
二
割
か
た
大
き
い
。
週
北
商
城

と
名
づ
け
ら
れ
た
。

ま
だ
極
く

一
部
し
か
駿
掘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
遺
構
　
遺
物
は
豊
富
で
あ
る
。
遺

跡
の

一
部
は
軍
用
飛
行
場
が
占
め
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
殆
ど
農
地
で
あ
る
。
城

壁
そ
の
も
の
が
現
地
表
か
ら
二
　
五
メ
ー
ト
ル
以
下
に
あ
る
、
と
い
う
の
で
厖
大
な

上
秒
を
除
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
大
部
分
が
市
街
地
の
鄭
州
と
異
な
り
、
壁
堀
不
能

と
い
う
こ
と
は
な
い
。
何
十
年
を
要
す
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
全
面
機
掘
が
期
待
さ

れ
る
。

そ
う
し
て
、
な
か
で
も
最
も
期
待
さ
れ
る
の
が
、
現
在
、
週
河
南
岸
の
い
わ
ゆ
る

段
墟
か
ら
出
土
す
る
武
丁
期
以
降
の
甲
骨
文
字
に
先
行
す
る
文
字
の
段
掘
に
他
な
ら

な
い
。
こ
れ
ま
で
、
段
墟
以
外
で
、
何
百
も
の
段
代
遺
址
が
稜
掘
さ
れ
て
き
た
が
、

文
字
が
駿
見
さ
れ
る
こ
と
は
殆
ど
無
か
っ
た
。
そ
れ
も
道
理
で
、
段
代
で
は
文
字
は

極
く

一
部
の
支
配
者
層
の
獨
占
物
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
二
城
内
に
し
か
住
ん

で
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
文
字
は
、
王
城

外
か
ら
は
被
見
さ
れ
る
は
ず
も
な
く
、
逆
に

王
城
内
か
ら
は
、
必
ず
や
出
て
く
る
に
相
違

な
い
。
這
北
商
城
は
、
私
は
、
第
十
二
代
河

副
　
　
宣
甲
の
遷
っ
た
都
、
と
推
測
し
て
い
る

（私

岬
　
　
見
は

『段
周
奏
漠
時
代
史
の
基
本
問
題
』
汲

抽　　鵜葬麟ギぼ瀬頑一祐験約一い輸期的印殻

．ノ
　
　
年
～
二
百
年
先
行
す
る
文
字
の
大
量
稜
見

を
、
存
命
中
に
こ
の
限
で
見
た
い
も
の
だ
と

念
じ
て
い
る
。

（二
〇
〇

一　
人
　
二
四
記
）

13年(2001)10月1日

編集 ・発行
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本
年
度

〓
第
１２
回
大
会
開
催
案
内

（最
終
連
絡
）

本年度の第12回書学書道史学会大会について詳細をお知らせします。大会は、11月9

日0か ら11日(日)までの 3日間にわたり、さいたま市の埼玉大学キャンパスほかで行いま

す。省ってご参加下さい。日程並びに発表者等、要項は以下の通りです。ご参加の申し

込み等は、同封の参加申込ハガキで10月末日までにお願いします。なお、諸般の事情で

各発表のレジメを本号に添付できませんでした。大会参加申込ハガキに 「レジメ送付希

望」とした方には、別途郵送でお屈けします。ご了承下さい。

【11月9日働】

16:30～

【11月10日l■】

9:00～

9:30～ 10

10:40～ 12

く日 程〉

理事会 (於浦和束武ホテル/TEL048 825‐4700)

会場 埼 玉大学教育学部C棟 及びA棟 3階 (31番教室)

受付 (於C棟 会場入日)

総会

(中国部会/研 究発表〉C棟 会場

① 「染啓超碑帖戯―中国国家図書館収蔵本について」高澤浩一 (県立市原八幡高校)

② 「郭店楚簡 「唐農之道」「思信之道」の文字学的検討J福 田哲之 (島根大学)

く日本部会/研 究発表〉A棟 会場

③ 「菩写の維承」家入博徳 (会貝)

④ 「江戸時代の出版と書の手本」岩坪充雄 (会員)

昼食休憩

く日本部会/研 究発表〉A棟 会場

⑤ 「米山の書についての一考察―その断書と制作J鄭  麗 芸 (相山女学国大学)

⑥ 「古筆端切」形成の一要因J高 城弘一 (囲学院大学)

② 「色紙の体裁の変化についての一考察」杉浦妙子 (二な学合大学)

休憩

く全体会/研 究発表〉C棟 会場

③ 「何紹基の案隷観一甲骨発見以前の金石学」大野修作 (京都女子大学)

① 「熊野類模紙筆跡の再検討一原本か摸本かの鑑識の方法」古谷 松 (大束文化大学)

(全体会/特 別報告〉C棟 会場

① 「走馬楼簡脳研究の現状」田中 有 (大束文化大学)

閉会

懇規会 (大学会館 2階  き ゃら亭にて)

特別鑑賞行事 (現地集合 現 地解散)

「日下部鳴鶴自用印展J鑑 賞 (於無刻美術館 茨 城県古河市/TLL0280‐2み5215)

特別講演 (杉村邦彦副理事長による)於 館内

昼食 (注文弁当用意)

特別陳列鑑賞会 (古書画及び明拓本)来 会員及び同伴者のみ入場可

本会会員 中 濱碩堂氏 (淑徳大学教授)に よる解説あり (13:30～14:llll)
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【各種ご連絡事項】

011日 Blの特別鑑賞行事の会場案内図については、10日の大会受付時に配布します。

○大会参加費 (資料代を含む)は 、会員 (同伴を含む)3,000円、学生 (院生)会 員、および会員同伴

の学生 (院生 学 部生)2,000円です。

○懇親会会費は、5,000円です。

○特別IL賞行事 (11日)の 参加費 (入館料 資 料代を含む)は 、1,000円です。

○大会参加費、懇親会費等は、事前に同封の振替用紙 (明細ご記入下さい)で ご送金下さい (ご送金

は11月7日 までに必着のこと)。

①大会当日の昼食は、大学会館2階  き ゃら亭をご利用下さい。

○大会では、受付時に発表者の発表資料 (期限までに事務局に原稿提出のあったもの)を 一括して資

料袋に入れ配布する予定です。

○会場の埼玉大学 (埼玉県さいたま市下大久保255)へ の交通は、 JR京 浜東北繰北浦和駅からバスで

20分、埼京線高与野駅からはパスで15分です。

○ご参加各位の宿泊については、東京からも至近距離であり、各自でお手配下さい。

○大会当日の緊急連絡は、萱原晋 事 務局長の携帯 (090‐30848561)へお願いします。

(国内局 ・埼玉大会運営委員会)

コ
ー
〓
口

東
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〓
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〈包
山
楚
簡
〉
に
見
え
る

「事
」
の
字
形

新
井
　
光
風

近
年
、
戦
国
時
代
の
竹
筒
が
大
量
に
出
上
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
事
実
が

わ
か
り
、
せ
ん
ご
く
と
い
う
時
代
の
書
法
的
認
識
、
書
道
史
的
概
念
が
、
今
、
変
り

つ
つ
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
早
く
も
忽
率
の
早
書
き
の
文
字
が
発
生
し
、
字
画
の

簡
略
化
現
象
と
共
に
草
書
的
姿
態
の
文
字
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
今

に
伝
わ
る
車
書
宇
形
の
原
形
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
文
字
も
日
検
で
き
る
。
戦
国
時

代
に
お
け
る
文
字
変
遷
の
課
程
は
想
像
以
上
に
複
雑
だ
。
こ
れ
に
関
し
て
は
拙
論
で

い
く
つ
か
述
べ
て
き
た
が
、
手
も
と
の
研
究
メ
モ

「文
字
カ
ー
ド
」
か
ら
氣
に
な
っ

て
い
る
字
を
引
き
出
し
て
み
た
。

「事
」
字
に
つ
い
て
記
す
。
後
の
小
築
で
は

「
支
チ
」
形
に
作
り
、
中
央
の
縦
画

は
上
か
ら
下
ま
で
貫
通
す
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
よ
り
前
の
大
案

〈石
鼓
文
〉
で
は

「
堂
ネ
」
に
作
り
、
古
く
金
文
の
字
形
も
僅
か
の
例
外
を
除
い
て
大
半
は
縦
画
を
下
に

通
さ
ず
、
「
堂
ネ
」
に
作
る
。

と
こ
ろ
で
戦
国
の
日
常
の
筆
写
体
に
見
る

「事
」
字
は
、
〈宮
侯
乙
墓
竹
筒
〉
中
に

五
字
、
〈郭
店
楚
簡
）
に
四
十
二
字
、
〈包
山
楚
筒
〉
に
二
十

一
字
、
他
に
数
文
字
、

縦
画
を
通
さ
な
い
点
で
は
共
通
す
る
が
、
い
ず
れ
も
文
字
中
央
が

「
ｑ
」
形
、
ま
た

は
、
「
マ
」
形
に
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
違
い
が
あ
り
、
円
転
の
縦
画
状
の
線
が

下
部
に
の
み
現
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
図
①
の
字
形
が
最
多
だ
が
、
②
で
は
中
央
の

「
費
」
形
の
右
側
終
筆
が
下
部
の

「
イ
」
形
と
接
触
し
て
つ
な
が
る
。
果
味
深
い
こ

と
は
図
①
の
形
、
そ
の
接
触
部
分
が
右
回
転
の

一
筆
書
き
状
態
で
書
か
れ
、
後
の
草

書
字
形
の
筆
順
を
想
起
せ
し
め
る
よ
う
な
動
き
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ち
な
み

に
後
の
典
型
的
な
草
書
の
字
形
は
図
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
縦
画
部
分
が
極

端
に
短
か
く
下
部
に
位
置
す
る
草
書
字
形
が
、
何
を
母
体
に
し
て
出
来
た
の
か
。
い

ず
れ
に
し
て
も
今
日
に
伝
わ
る
こ
う
し
た

「事
」
字
の
草
書
字
形
が
、
隷
書
字
形
を

母
体
に
し
て
直
接
的
に
生
ま
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
中
央
縦
画
の
変
化
と
異
同
に

無
理
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
「事
」
字
の
単
書
字
形
に
つ
い
て
は
、
恐
ら
く

〈包
山
楚

簡
〉
に
出
現
し
た
よ
う
な
肉
筆
の
案
書
の
早
書
き
に
端
を
発
し
、
後
に
通
行
の
隷
書

の
早
書
き
の
形
と
係
わ
り
な
が
ら
、
複
合
的
な
変
化
の
中
で
結
果
的
に
今
日
に
伝
わ

る
よ
う
な
形
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

参
考
に
記
せ
ば
、
《包
山
楚
簡
〉
の
文
字
は
、
文
字
左
側
の
縦
画
状
の
線
を
省
画
し

た
り
、
筆
路
を
露
出
し
て
線
を
つ
な
げ
た
り
、
右
回
転
が
旺
盛
で
早
書
き
の
傾
向
が

あ
る
。
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鐵
齋
の
書
輸
解
説

野
中
　
浩
俊

鋤
齊
を
訴
る
時
、
し
ば
し
ば
話
題
に
上
る
の
が

″書
輸
の
美
し
さ
″
で
あ
る
。
銭

斉
の
書
輸
は
、
年
締
を
重
ね
る
に
従
い
行
間
が
狭
く
な
り
、
動
き
は
人
方

へ
展
開
、

親
Ｈ
状
の
均
衡
を
保

っ
て
変
化

で
知
ら
れ
る
彼
の
文
章
は
す
こ
ぶ
る
難
解
で
あ
り
、
そ
の
上
、
奔
放
な
キ
き
振
り
は

難
読
と
い
う
点
に
お
い
て
も
定
評
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
公
刊
さ
れ
た
資
料
と
し
て

は
、
伊
藤
微
子
女
史
の
手
に
な
る

「
近
藤
家
宛
書
輸
」
九
十
五
通
の
精
級
な
調
査

会
大
和
文
華
館
所
蔵
富
岡
鉄
粛
作
品
日
録
き

や
、
家
芋
な
図
版
の

「銭
齊
尺
順
』

（求
龍
堂
）
を
筆
頭
に
、
『銭
斎
先
生
詳
輸
集
』
（清
荒
神
清
澄
寺
）、
「園
田
湖
城
宛
書

輸
」
島
修
美
』
四
人
号
）
、
「十
三
通
の
手
輸
」
翁
出
光
美
術
館
紀
要
』
四
号
）
、
「佐

藤
徳
幸
上
人
宛
書
輸
」
合
竜
池
山
大
雲
院
し

等
々
、
解
読
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
と
は

い
え
、
道
存
す
る
厖
大
な
量
の
銭
済
の
普
輸
の
中
で
は
こ
れ
ら
は
九
年
の

一
毛
に
過

ぎ
ず
、
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
の
状
態
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

書
画
作
品
の
研
究
と
併
せ
て
、
今
後
は
こ
れ
ら
道
さ
れ
た
書
輪
を
解
説
　
調
査
す

る
こ
と
が
銭
斎
芸
術
解
明
の
必
須
の
課
題
と
な
る
に
進
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
図
版
の

「銭
斎
翁
尺
懐
帖
」
は
、
明
治
三
二
年
、
銭
齋
六
四
歳
の
時
、

京
都
四
条
円
山
派
の
画
家
中
嶋
華
風

（憲
章
）
に
書
き
与
え
た
人
順
文
例
集
で
あ
る
。

こ
の
折
手
本
に
つ
い
て
は
明
治
四
三
年
四
月

一
日
付
の
京
都

『日
出
新
聞
』
に

「門

人
中
嶋
華
爪
の
為
に
キ
し
て
与
え
た
落
款
様
式
、
図
題
の
解
説
、
俗
順
の
手
本
等
を

見
て
は
云
々
」
（傍
点
筆
者
）
と
、
わ
ず
か
数
行
見
え
る
だ
け
で
、
長
い
問
そ
の
存
在

が
忘
れ
ら
れ
て
い
た
が
、
昨
年
前
く

『書
銭
』
第
十
四
サ

（新
潟
大
学
書
道
研
究
会
）

に
全
容
と
訓
読
み
を
附
し
て
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

″破
格
の
書
″
と
総
称
さ
れ
る
銭
齋
の
昔
の
中
で
、
こ
の

「餓
斎
翁
尺
憤
帖
」
は
、

そ
の
二
年
後
に
書
か
れ
た

「落
款
手
本
」
と
と
も
に
最
も
規
範
性
に
富
む
作
品
と
し

て
注
Ｈ
さ
れ
る
。
銭
齋
の
書
諭
研
究
　
普
業
の
解
明
に
】
り
、　
一
つ
の
基
準
と
も
な

る
資
料
で
あ
ろ
う
。

後
絡
くサ
及

一
脚
刺
粥
魏
『

脅

幼
密
級

一
擁
】蜘紳者ヵ、弗時開

あ
後
安
滋
可
時的欝
ま告
た

↓

竹
分
洛

名
ぱ
抹
総
雀
ぬ

擦

々
湾
泌

竹

伝
達
と
い
う
昔
輸
本
来
の
使
命

と
見
え
、
昔
画

の
観
宅

や
学

問
　
旅
　
趣
味
な
ど
に
関
す
る

苦
輸
が
現
在
な
お
全
国
の
愛
好

家
の
計
に
迪
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
が
時
に
は
数
十
通
に
及
が
場

合
も
少
な
く
な

い
。
し
か
し
、

生
江
儒
者
を
以
て
任
じ
、
障
識
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△ ユ

半

論

文
等
》
（Ａ
＝
論
文
　
Ｂ
＝
研
究
ノ
ー
ト
　
Ｃ
＝
特
別
寄
稿
）

〈総
　
尋

▽
書
道
史
研
究
の
方
法
に
関
す
る
一
つ
の
試
論

【杉
村
邦
彦
】
…
第
１
号
Ａ

▽
禅
と
書
法
芸
術

【何
　
勤
松
】
…
‥
‥
‥
…
…
…
！
！
第
１
号
Ａ

▽
中
国
古
書
論
に
み
ら
れ
る
用
筆
理
念
の
変
選
―
蔵
鋒
用
筆
を
中

心
と
し
て
―

【森
　
常
雄
】
…
…
…
…
…
…
…
…
…
―
第
１
号
Ａ

▽
形
態
か
ら
行
為
へ
―
今
日
の
書
に
お
け
る
芸
術
経
験
を
め
ぐ
っ
て
―

会
層

・
交
わ

▽
水
野
疎
梅
と
そ
の
交
流

【横
田
恭
一三
…
…
…
…
…
，
第
２
号
Ａ

▽
藩
存
臨
鄭
文
公
下
碑
の
伝
来
と
そ
の
歴
史
的
意
義

【杉
村
邦

彦
】　
　
　
　
　
…
…
‥
‥
…
…
…
…
‥
‥
‥
…
…
第
３
号
Ａ

▽
楊
守
敬
と
口
下
部
鳴
鶴
―
近
代
中
日
書
法
交
流
史
の
発
瑞
―

【杉
村
邦
彦
】

【豊
嶋
嘉
穂
】

第
２
号
Ａ

第
４
号
Ａ

っ
て
―

【鈴
木
洋
保
】

第
６
号
Ａ

邦
彦
】

第
１０
号
Ａ

…
第
５
号

…
第
６
号

…
第
７
号

第
6
号

…
第
７
号

『象
と
法
と
」
【回
中
　
有
】
‥
‥
‥
…
…
第
７
号

―

【田
中
　
有
】

…
第
７
号

高
城
竹
庖
著

▽
線
　
形
象
　
時
間

【査
の
り
子
】
…
…
…
，
…
…
…
…
第
６
号
Ｂ

▽
書
法
批
評
話
〈骨
〉義
考
―
南
朝
か
ら
唐
代
の
書
品
論
を
中
心
に
―

【萱
の
り
予
】

工

弟

４

二
●
Ａ

【河
内
利
治
】

‥
第
７
号
Ａ

第
１０
号
Ａ

第
１０
号
Ａ

（民
国
十
四

し
て
―

【下
野
健
児
】

第
３
号
Ａ

【八
木
宣
諦
】

第
４
号
Ａ

夫
】

第
５
号
Ａ

…
第
６
号
Ａ

【澤

口
雅
弘
】

よ

弟

７

工
，
Ａ

▽
江
戸
時
代
に
舶
来
さ
れ
た
単
帖
の
研
究

【大
庭
　
脩
】

ｉ
第

８
号

Ａ

▽
楊
守
敬

の
来
日
と
そ

の
影
響

に
関
す

る
幾

つ
か

の
問
題

【杉
村

▽
書
法
器
美
範
時
話

〈遣
班
〉
考

【河
内
利
治
】
ｉ
…
…

▽
隷
書
、
佐
書
、
書
佐

【顧
　
　
風
】
…
…
…
…
…
‥
‥

〈中
　
∪

▽
泰
山
金
剛
経
と
尖
山
摩
崖
―

「北
周
要
維
洞
摩
崖
」

年
刊
油
印
本
）
を
め
ぐ
っ
て
―

【松
村

一
徳
〕
…
…
…
第
１
号
Ａ

▽

〈校
〉
の
再
検
討

【大
庭
　
脩
】
…
ｉ
…
…
…
…
…
…
第
１
号
Ａ

▽
顔
真
卿
書

「段
夫
人
顔
君
碑
」
に
つ
い
て
―
顔
真
卿
の
晩
年
の

書
風
に
関
す
る

一
考
察
―

【宮
崎
洋

一
】
…
…
…
…
…
第
１
号
Ａ

▽
伝
駿
壌
出
土
璽
印
の
亜
字
形
に
つ
い
て

【金
　
洋
東
】
―
第
２
号
Ａ

▽
甘
粛
簡
壇
吊
書
出
土
年
表

【田
中
　
有
】
　

　

…

…
第
２
号
Ａ

▽

〈肥
政
碑
〉
試
探

【西
林
昭

一
千
…
…
…
…
…
…
…
…
第
３
号
Ａ

▽
劉
塘
の
書
政
に
見
る
書
法
観

【鈴
木
洋
保
】
　

　

‥
第
３
号
Ａ

▽
明
代
に
お
け
る
狂
草
の
流
行
と
そ
の
様
相
―
祝
允
明
を
中
心
と

▽
包
山
楚
簡
の
書
法
に
つ
い
て
の
考
察

【新
井
儀
平
】

…
第
４
号
Ａ

▽
中
唐
期
の
書
論
　
―

『書
断
』
か
ら

「述
書
賦
』
へ
―

【大
野

修
作
】
ｉ
ｉ
ｌ
！
―
‥
！
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
第
４
号
Ａ

▽
中
央
研
究
院
所
蔵
の
拓
本
資
料
―
仏
教
碑
銘
を
中
心
と
し
て
―

▽
抗
球
王
朝
の
和
様
書
に
つ
い
て

【渡
久
地
堅

一
…
…
…
第
２
号
Ｂ

▽
會
津
人
一
の
印
学

【神
野
雄
二
】
…
…
…
ｉ
…
…
…
…
第
３
号
Ａ

▽
職
斎
以
降
の
書
流
の
行
方

【岩
坪
充
雄
】
…
…
…
…
‥
第
３
号
Ｂ

▽
和
刻

『隷
弊
』
考
―
江
戸
時
代
に
お
け
る
隷
書
の
導
入
―

【田

中
　
有
】
…
…
…
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
…
…
…
…
第
４
号
Ａ

▽
尾
上
柴
舟
の
き
風
の
変
化
に
関
す
る
一考
察

【松
本
昭
彦
】
…
第
４
号
Ａ

▽

『秋
萩
帖
」
所
収
歌
に
つ
い
て

【高
城
弘

一
】
―
―
‥
第
５
号
Ａ

▽
内
藤
湖
南
と
山
本
二
姿
―
澄
懐
堂
収
蔵
の
中
国
書
画
を
め
ぐ
っ
て
―

《抄

録
》

▽
二
議
之
の

「集
成
帖
」
に
つ
い
て

【西
林
昭

一
】
…
…
…
第
６
号

▽
近
　
現
代
の
日
本
の
書
に
つ
い
て

【萱
原
　
エニ
…
…
…
第
６
号

《資
　
料
》

▽
】
ｏ
と

く
ュ
守
氏
研
究
関
連
文
献
総

日
録

い

マ

】ま
邑

者
津
宮
噂
研

究
関
連
文
献
総

日
録

０

工

博
質
す
ユ
ｇ

”
研

究
関
連
文
献
総
日
録

ｍ

奎
臼評

・
近
刊
紹
介
》

▽
松
丸
道
雄
　
高
嶋
謙

一
編

『甲
骨
文
字
字
樺
綜
覧
』
【浦
野
俊

則
】

▽
河
北
定
県
北
雄
漢
墓
刻
石
の
書
丹
者

【飯
山
一元
郎
一　
‥
第
４
号
Ａ

▽
武
威
磨
嘴
子
第
四
号
漢
墓
出
上
の
枢
銘
に
つ
い
て

【中
村
伸

▽
書
跡
に
お
け
る
平
面
鑑
賞
と
堅
面
鑑
賞
に
つ
い
て
―
そ
の
形
状

第
６
号
Ａ

　

▽
西
林
昭

一
著

『翁
方
網
の
書
学
』
―

『蘇
斎
筆
記
」
訳
註
―

【田
中
　
右
】

▽
大
庭
　
脩
著

▽
机
允
明
の
小
楢
書
法
に
つ
い
て

【下
野
健
児
】
‥
…
…
第
５
号
Ａ

▽
趨
孟
順
本

『急
就
篇
』
考

【福
田
哲
之
】

…
…
…
…
第
５
号
Ａ

▽
漢
墓
出
土
の
簡
順
―
特
に
工
杖
簡
順
に
つ
い
て
―

【大
庭

脩
】

【柴
口
光
彦

】

▽
仮
名
発
達
史
に
お
け
る
難
波
津
の
歌

【森
岡
　
隆
】

‥
第
９
号
Ａ

▽
念
印
再
考

【佐
藤
法
雄
】
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
第
９
号
Ａ

▽
新
出
の

「庭
訓
往
来
』
古
写
本
の
筆
者
に
つ
い
て
―
建
部
伝
内

賢
文
自
筆
と
認
定
す
る
ま
で
―

【中
村
武
三
】
…
…
…
第
９
号
Ｂ

▽
王
義
之
書
法
を
中
心
と
す
る
江
戸
和
様
書
家
の
唐
様
書
受
容
に

つ
い
て

【鈴
木
晴
彦
】
…
…
…
…
…
…
‥
‥
…
…
…
―
第
１０
号
Ａ

《講
キ

覇

義

▽

「書
学
書
道
史
研
究
の
現
状
と
展
望
」
【出
席
者

一
西
林
昭

一
、

杉
村
邦
彦
、
角
井
博
、
興
膳
宏
、
松
丸
道
雄
、
大
野
修
作
、
浦

野
俊
則
、
中
村
仲
夫
、
大
島
守
彦
、
福
田
哲
之
、
野
中
浩
俊
、

萱
原
首
、
日
中
有
】
…
ｉ
…
…
…
ｉ
ｉ
‥
‥
‥
…
…
…
…
第
５
号

▽
鳥
察
考

【機
田
一
雄
】
…
ｉ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
第
６
号
Ａ

▽
李
瑞
清
の
墨
縁

【誉
野
智
明
】
…
…
…
…
…
…
…
…
…
第
６
号
Ａ

▽
潤
例
の
発
生
と
展
開
―
明
　
消
に
お
け
る
文
人
売
芸
家
の
自
立
―

▽

「五
梅
花
監
論
鋲
」
に
お
け
る
金
文
書
派
の
大
系

【菅
野
智

▽
正
倉
院
所
蔵
茶
毅
論
に
つ
い
て

【湯
沢
　
聡
】

…
…
第
１０
号
Ｂ

翁

じ

▽
朝
鮮
書
道
史
と
副
島
種
臣
―
金
正
喜
と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
―

▽
吐
省
番
出
ｉ
文
書
に
見
ら
れ
る
工
議
之
習
書
十
円
斯
塔
那
一
七
九
号
墓

文
書
令
ヽ
＞
ぞ
電
置
υ
を
中
心
に
―

【福
田
哲
之
】
…
…
第
８
号
Ａ

▽
新
発
見
の
落
陽
存
古
閣
旧
蔵
石
拓
本

【飯
山
一一瓦
郎
】

‥
第
８
号
Ａ

▽
職
国
期
楚
系
簡
吊
文
字
の
変
遅
―
字
形
を
中
心
と
し
て
―

【横

田
恭
一三
…
ｉ
ｉ
…
…
…
…
ｉ
…
ｉ
ｉ
…
…
…
…
ｉ
ｉ
第
８
号
Ａ

▽
中
国
新
出
上
秦
封
泥
の
検
証

【松
村

一
徳
≡
…
…
…
…
第
８
号
Ｂ

▽
楊
守
敬
「激
素
飛
清
関
討
碑
記
」、
「同
　
評
晴
記
」
に
つ
い
て
―
湖
北
省

障
物
館
蔵
手
稿
本
の
検
討
を
中
心
に
―

【中
村
史
朗
】
‥
第
９
号
Ａ

▽
小
萬
柳
生
と
澄
清
堂
法
帖

【鈴
木
洋
保
】
ｉ
…
…
…
…
第
９
号
Ａ

▽
邸
文
樽
用
印
再
考

【弓
野
隆
之
】

…
…
…
…
…
…
…
第
９
号
Ｂ

▽
金
文

「唯
」
字
考

【金
　
洋
東
】
…
…
…
ｉ
…
…
…
…
第
９
号
Ｃ

▽
段
代
の
学
書
に
つ
い
て
―
甲
骨
文
字
に
お
け
る
″習
刻
″
と
″法
刻
″
―

【松
丸
道
雄
】
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
‥
…
…
…
‥
…
第
１０
号
Ａ

〈日

本
）

▽
日
本
出
上
「魏
程
埜

四
鋭
の
銘
文
と
字
体

【福
宿
孝
夫
】
…
第
１
号
Ａ

▽

「鋲
隷
肖
象
名
義
』
の
家
体
に
つ
い
て
―

『説
文
解
字
』
と
の

比
較
を
中
心
に
―

【福
田
哲
之
】
…
ｉ
ｉ
…
…
…
ｉ
ｉ
第
１
号
Ａ

▽
手
本
体
と
写
書
体
の
形
状
的
特
質
と
そ
の
作
品
名
称
に
つ
い
て

【木
下
政
雄
】
ｉ
‥
…
…
…
…
…
…
…
ｉ
…
…
…
…
ｉ
第
１
号
Ａ

▽

「才
葉
抄
」
と
藤
原
教
長

【杉
浦
妙
子
】
‥
！
…
‥
…
第
２
号
Ａ

▽
額
田
部
巨
刀
銘
の
考
証
―
字
体
　
製
作
年
　
書
者
―

【福
宿
孝

夫
】

明
】

【杉
村
邦
彦
】

▽
滑
川
潜
如
に
つ
い
て

【柴
田
光
彦
一

よ
り
見
た
特
徴
―

【木
下
政
雄
】
…
ｉ
ｉ
…
…
…
ｉ
，
第
７
号
Ａ

小
曽
根
乾
堂
帝
な
部刻
を
中
心
と
し
て
―

【神
野
雄
二
】
…
第
７
号
Ａ

第
６
号
Ａ

▽
村
■
翠
亭

古
筆
昼

第
８
号
Ｂ

【森
岡
　
隆
】

▽
啓
功
著
　
大
野
修
作
訳
『啓
功
書
話
』―
詩
で
た
ど
る
書
の
流
れ

▽
忘
れ
ら
れ
た
碑
の
中
か
ら
―
戸
川
安
清
寿
蔵
碑
を
め
ぐ

っ
て
―

『近
衛
家
熙
写
手
鑑
の
研
究
　
仮
名

第
7
号
A

‥
第
２
号
Ａ

密^
い　
生
尋

▽
中
日
書
法
史
論
研
討
会

の
記

【中
村
仲
夫
】
…
…
…
…
―
第

４
号

▽
町
日
華
書

学
研
討
会

の
記

【事
務
局
】
…
…
…
…
…
，
１
第

６
号

▽
第
二
回
中
国
書
法
史
諭
国
際
研
討
会
の
記

【中
村
伸
夫
】
‥
第
７
号

査 萱 査
原 原 原

▽
池
田
　
温
編

「中
国
市
代
写
本
識
語
取
録
」

【田
中
　
有
▼
…

第

７
号

，
第
８
号
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執筆者一覧

【中国書道史関係】

◇松丸道雄 (副理事長 束 京大学名誉教授)

◇浦野俊則 (理事 千 葉大学教授)

◇新井儀平 (理事 大 東文化大学教授)

◇福田哲之 (会員 島 根大学助教授)

◇横田恭■ (理事 跡 見学図女子大学専任講師)

◇中村仲夫 (常任理事 筑 波大学助教授)

◇田中 有 (常任理事 大 束文化大学助教授)

◇菅野智明 (会員 福 島大学助教授)

◇富田 淳 (幹事 東 京国立博物館束洋課)

◇西林昭一 (常任理事 淑 徳大学大学院教授)

◇池田利広 (会貝 大 阪教育大学専任講師)

◇玉村清司 (会員 大 東文化大学教授)

◇大橋修一 (常仁理事 埼 玉大学教授)

◇河内利治 (理事 大 束文化大学助教授)

◇下野健児 (幹事 花 国大学助教授)

◇鶴田一雄 (会員 新 潟大学助教授)

◇石田 肇 (理事 群 馬大学教授)

◇澤田雅弘 (常任理事 群 馬大学教授)

◇鈴木洋保 (会員 京 都女子大学講師)

◇弓野隆之 (会員 澄 標堂美術館学芸部)

◇杉村邦彦 (副理事長 京 都教育大学教授)

◇高浮治一 (会員 市 原人幡高教諭)

【日本書道史関係】

◇森岡 隆 (会員 筑 波大学助教授)

◇藤木正次 (常任理事 日本大学教授)

◇神野雄二 (会員 広 島文教女子大学助教授)

◇古谷 稔 (理事 大 束文化大学教授)

◇高木厚人 (会員 大 東文化大学助教授)

◇高城弘一 (幹事 国 学院大学助教授)

◇杉浦妙子 (理事 二 松学会大学講師)

◇大野修作 (常任理事 京 都女子大学教授)

◇大橋修一 (前出)

◇笠1烏忠幸 (会員 出 光美術館学芸部)

◇名児耶明 (会員 五 島美術館学芸課長)

◇柴田光彦 (監事 前 跡見学園女子大学教授)

◇鈴木晴彦 (理事 昭 和学院短大教授)

◇野中浩俊 (理事 新 潟大学教授)

◇久米 公 (監事 四 国大学教授)

◇金子卓義 (会員 駒 沢大学講師)

◇杉村邦彦 (前出)

【朝鮮書道史関係】

◇萱原 晋 (常任理事 カ リタス女子短大講師)

(執筆事項順)

就
編

『日
本

。
中
国

・
朝
鮮
／
害
道
史
③
年
表
事
典
』

（仮
称
）
刊
行
の
お
知
ら
せ

帯
性
を
考
慮
し
た
新
書
判
で
、
総
四
人
人
ペ

ー
ジ
と
な
り
、
既
刊
の

『書
道
史
年
表
』
の

年
表
デ
ー
タ
を
、
ス
ペ
ー
ス
の
許
す
範
囲
で

増
補
改
訂
の
う
え
収
録
し
、
年
表
記
載
の
重

要
事
項
を
ピ

ツ
ク
ア
ツ
プ
し
て
解
説
と
図
版

を
付
し
た

「専
典
」
と
な
り
ま
す
。
日
絵
に

最
新
の
カ
ラ
ー
図
版
も
入
り
ま
す
。

総
項
目
数
は
、
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
か
ら
厳

選
を
重
ね
た
約
四
五
〇
項
目
で
す
が
、
主
要

項
目
に
は
コ
ラ
ム
形
式
を
採
用
、
ま
た
図
版

も
随
所
に
資
料
の
最
近
撮
影
の
写
真
も
盛
り

込
む
な
ど
、
充
実
し
た
内
容
を
誇
り
ま
す
。

本
学
会
編
の

『日
本
　
中
国
　
朝
鮮
／
書

道
史
①
年
表
事
典
』
の
編
集
作
業
が
急
ビ

ッ

チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は

一
昨
年
に
既

刊
の

『書
道
史
年
表
』
の
姉
妹
編
と
し
て
企

画
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
編
集
事
業
は
今
年

四
月
に
正
式
に
理
事
会
決
定
さ
れ
、
直
ち
に

編
集
局
と
学
術
局
合
同
の
編
集
委
員
会
が
設

置
さ
れ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
す
。
全
役

員
を
中
心
に
、
会
内
の
各
分
野
の
専
門
家
三

八
氏

（別
途
参
照
）
が
分
担
執
筆
し
て
い
る
、

文
字
ど
お
り
学
会
の
総
力
を
結
集
し
全
く
新

し
い
構
想
で
編
ま
れ
た
事
典
と
な
り
ま
す
。

刊
行
計
画
で
は
当
初
、
十

一
月
十
日
の
埼

玉
大
学
で
の
本
年
度
総
会
で
披
露
さ
れ
、
同

日
発
売
の
予
定
で
し
た
が
、
編
集
委
員
会
に

よ
る
作
業
は
若
干
後
れ
気
味
で
、
完
成
は
十

二
月
の
見
通
し
で
す
。
ま
た
、
本
書
の
版
元

は
理
事
会
決
定
に
よ
り

『年
表
』
と
同
じ
く
、

伸
萱
原
書
房
に
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

昨
年
の

「第
四
回
国
際
書
学
研
究
大
会
」
開

催
に
当
た
り
、
学
会
が
同
社
よ
り
多
大
な
財

政
支
援
受
け
た
こ
と
を
背
景
に
決
定
さ
れ
た

も
の
で
す
。

現
在
の
計
画
で
は
、
新
事
典
の
体
裁
は
携

定
価
は
最
終
的
に
は
未
定
で
す
が
、
最
大

限
の
普
及
を
め
ざ
す
狙
い
か
ら

一
五
〇
〇
円

前
後
と
な
る
予
定
で
す
。

【事
典
編
集
委
員
会
委
員
名
簿
】

▽
大
野
修
作

（学
術
局
長
）
、
大
橋
修

一
（編

集
局
長
）
、
萱
原
普

（事
務
局
長
）
、
河
内
利

治
（理
事
）、
澤
口
雅
弘
（理
事
）、
下
野
健
児

（幹
事
）
、
杉
浦
妙
子

（理
事
）
、
鈴
木
晴
彦

（理
事
）
、
鈴
木
洋
保

公
ム
員
）
、
高
城
弘

一

（幹
事
）
、
古
谷
稔

（理
事
）
、
横
田
恭
三
（理

事
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
的
音
順
＝
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口
単
主
半

回
会
議

・
会
合
メ
モ

・３
　
５
　
２‐
＝
事
務
局
　
会
報
編
集
委
員
会

（於
本
部
事
務
局
）

・３
　
６
　
■
＝
事
務
局
　
会
報
編
集
委
員
会

（於
本
部
事
務
局
）

・３
　
６
　
以
＝
編
集
局
　
学
会
議
編
集
委
貝

会

（於
本
部
事
務
局
）

・３
　
７
　
２２
＝
編
集
局
　
学
会
誌
編
集
委
員

会

（於
本
部
事
務
局
）

・３
　
８
　
２
＝
事
務
局
　
会
報
編
集
委
員
会

（於
本
部
事
務
局
）

‐３
　
８
　
２
Ｈ
編
集
局
　
学
会
誌
編
集
委
員

会

（於
本
部
事
務
局
）

‐３
　
８
　
２０
～
拠
＝
編
集
局
学
術
局
合
同

事
典
編
集
委
員
会

（於
本
部
事
務
局
）

‐３
　
９
　
８
＝
事
務
局
　
会
報
編
集
委
員
会

（於
本
部
事
務
局
）

‐３
　
９
　
８
＝
編
集
局
　
学
会
誌
編
集
委
員

会

（於
本
部
事
務
局
）

‐３
　
９
　
８
＝
事
典
編
集
委
員
会

（於
本
部

事
務
局
）

‐３
　
９
　
１１
＝
事
典
編
集
委
員
会

（於
本
部

事
務
局
）

噂
　
９
　
２２
＝
事
典
三
局
長
会
議

（於
本
部

事
務
局
）

噂
　
９
　
教
＝
編
集
局
　
学
会
誌
編
集
委
員

会

（於
本
部
事
務
局
）

・３
　
９
　
３０
＝
事
典
編
集
委
員
会

（於
本
部

事
務
局
）

圃
会
員
動
静

①
田
中
有
常
任
理
事

＝
大
修
館
書
店
よ
り

『書
道
故
事
成
語
辞
典
』
を
上
梓
。

①
石
川
巌
会
員

（元
理
事
）
＝
名
古
屋
大
学

出
版
会
よ
り

『日
本
書
史
』
を
上
梓
。

①
玉
村
清
司
会
員

（元
理
事
）
＝
大
東
文
化

大
学
教
授
新
任
。

俊

▽
会
員
委
員
＝
柿
木
原
く
み
、
宮
口
淳

圃
住
所
不
明
者
に
つ
い
て

学
会
で
は
、
次
の
会
員
の
方
々
の
住
所
が

不
明
と
な

っ
て
お
り
、
郵
便
物
が
宛
先
不
明

で
戻
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
消
息
を
ご
存
じ

の
方
は
事
務
局
ま
で
ご

一
報
下
さ
い
。

▽
石
井
仁
之
、
王
挺
、
小
浦
直
人
、
川
津

一

成
、
関
尾
史
郎
、
服
部

一
啓
、
松
井
嘉
徳
、

松
宮
貴
之
、
南
沢
雅
光
、
湯
浅
知
文
、
劉
渓
人

団
地
方
議
濠
会
に
つ
い
て

学
会
で
は
、
斯
学
振
果
の
た
め
、
全
国
各

地
の
大
学
や
研
究
機
関
、
ま
た
書
道
団
体
等

と
共
催
す
る
な
ど
の
形
で
、
学
会
の
役
員

会
員
を
講
師
と
す
る
書
学
書
道
史
関
連
の
テ

ー
マ
に
よ
る

「地
方
講
演
会
」
を
積
極
的
に

開
催
し
た
い
考
え
で
す
。
会
員
各
位
の
ご
勤

務
先
、
ご
関
係
先
等
で
開
催
が
可
能
で
し
た

ら
、
ぜ
ひ
ご
協
力
下
さ
い
。
事
務
局
に
企
画

段
階
か
ら
ご
相
談
頂
け
る
と
、
学
会
の
事
業

計
画
に
組
み
込
ん
で
準
備
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
、
成
果
も
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

日
‐４
年
度
大
会
開
催
地
に
つ
い
て

今
秋
の
埼
玉
大
学
で
の

「第
十
二
回
書
学

書
道
史
学
会
大
会
」
に
続
く
、
平
成
１４
年
度

の

「第
十
三
回
大
会
」
は
京
都
市
伏
見
区
の

京
都
教
育
大
学
で
開
催
す
る
こ
と
が
固
ま

っ

て
い
ま
す
。
今
秋
の
大
会
の
総
会
で
、
詳
し

い
開
催
要
項
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
出
来
る
だ

け
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
発
表
の
ご
準
備
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
会
費
納
入
の
お
願
い

本
号
に
添
付
し
た
振
替
用
紙
は
、
大
会
参

加
費
等
を
ご
送
金
頂
く
た
め
の
も

の
で
す

が
、
年
会
費
未
納
の
方
は
会
費
送
金
用
と
し

て
も
ご
利
用
下
さ
い
。
会
費
は
、
年
額
六
〇

〇
〇
円

（院
生
の
方
は
三
〇
〇
〇
円
）
で
す
。

ぜ
ひ
完
納
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
今
年
か
ら
、
理
事
会
決
定
に
よ
り
、

会
費
を
三
年
以
上
滞
納
の
方
に
は
学
会
誌
の

送
付
を
保
留
す
る
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
ま

た
長
期
滞
納
の
方
に
は
紹
介
会
員
　
推
薦
役

員
と
事
務
局
が
連
携
し
て
個
別
に
事
情
調
査

等
を
行

い
ま
す
。
す」協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

圃
新
会
員
紹
介
の
お
願
い

ご
周
囲
、
ご
関
係
方
面
に
書
学
　
書
道
史

に
限
ら
ず
考
古
、
歴
史
、
文
学
、
言
語
、
美

学
、
哲
学
、
創
作
に
至
る
、
幅
広

い
関
連
諸

分
野
で
会
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
方
が
お
ら

れ
ま
し
た
ら
ご
紹
介
下
さ
い
。
新
会
員
の
入

会
手
続
き
と
し
ま
し
て
は
、
役
員

（理
事

監
事
）
推
薦
と
理
事
会
承
認
を
要
す
る
規
定

と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
理
事
会
開
催
の
タ
イ

ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
ご
紹
介
頂
く
と
、
ス
ム

ー
ズ
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（事
務
局
）

◆
会
報
の
第
二
号
を
お
届
け
す
る
運
び
と
な

っ
た
。
ご
寄
稿
賜

っ
た
各
位
に
は
、
友
心
よ

り
感
謝
中
し
上
げ
た
い
。
大
会
の
最
終
連
絡

が
本
号
の
主
た
る
使
命
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
等

の
最
終
決
定
を
待

っ
て
の
編
集
と
な

っ
た
関

係
か
ら
、
発
行
が
若
干
遅
れ
る
結
果
と
な

っ

た
。
ご
覚
恕
の
ほ
ど
。
◆

「学
会
だ
よ
り
」

の

「会
議
　
会
合
メ
モ
」
を
ご
覧
の
通
り
、

委
員
諸
氏
は
毎
週
の
よ
う
に
集
ま

っ
て
仕
事

を
し
て
い
る
。
学
会
は
、
そ
し
て
斯
学
は
、

こ
う
し
て
黙
々
と
汗
を
か
い
て
下
さ
る
方
々

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と

つ
く
づ
く
思

う
。
◆
ま
だ
正
式
な
連
絡
は
な
い
が
、
「第

五
回
」
の

「国
際
大
会
」
が
来
年
人
月
下
旬

に
、
中
国
の
南
京
で
開
催
さ
れ
る
動
き
と
な

っ
て
い
る
よ
う
だ
。
十

一
月
の
大
会
ま
で
に

確
認
し
て
、
ご
報
告
し
た
い
。

（萱
原
晋
記
）

団
役
員
改
選
に
つ
い
て

上
場
の

「
１３
年
度
後
期
予
定

表
」
に
も
あ
り
ま
す
通
り
、
間

も
な
く
役
貝
改
選
の
手
続
き
が

始
ま
り
ま
す
。
昨
年
秋
の
国
際

大
会
開
催
の
影
響
か
ら
、
現
役

員
会
発
足
は
昨
年
十
二
月
で
し

た
が
、
任
期
は
会
則
に
従
い
来

年

（平
成
１４
年
）
二
月
末
日
ま

で
と
な

っ
て
お
り
、
改
選
手
続

き
が
規
定
通
り
行
わ
れ
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
次
の
役
員
改
選
選
挙

を
所
管
す
る
選
挙
管
理
委
員
会

の
委
員
の
方
々
は
、
次
の
通
り

で
す
。
（○
印
＝
委
員
長
）

▽
役
貝
委
員

＝
○
柴
田
光
彦
、

堂
原
晋
、
河
内
利
治
、
野
中
浩

13年度後期予定表

10月上旬 会 報第 2号発行

11月9日  第 29回定例理事会

11月10日 第 12回大会 (於埼玉大学)

12月9日  選 挙管理委員会会議

12月15日 第 Wl則役員改選選挙告示

12月末日 学 会誌第12号原稿投稿申込締切

1月 15日 役 員改選立候補 (推薦含む)締 切

2月 15日 役 員改選選挙投票開始

3月 15日 役 員改選選挙投票締切

3月 16日 役 員改選選挙開票

3月 31日 第 30回臨時理事会 第 Vl期役員会発足

3月 31日 学 会誌第12号投稿原稿受付締切
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